






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Occupation  as New Deal" 12章“Help,  but Hand Off!  " のなかの一節“The Labor
Standards Law" （pp.231-233）の頁の大半をつかって、労働基準法の生みの親と称さ
れるこの人物が、戦前は治安維持法のもとで特高警察として活躍、戦後数週間のうち
に厚生省勤労局管理課長に転身、その後内閣の組織する労働法委員会にもぐりこみ、
ILO基準をもとに労働基準法の原案をまとめてGHQ労働課に日参しては新しい権力に
自分を売り込む自信のない哀れな姿を皮肉をこめて活写している。コーエンはその後
の寺本の動向についても、労働次官退任後は保守党としての自由党に入党、熊本県知
事となり、それを地盤に参議院議員を一期つとめているところまでを追究、いかなる
権力のもとでも立身出世のみを求める無節操な官僚の姿を再現している。山川とコー
エンの寺本氏にたいする印象が期せずして一致しているのは、たいへん興味深い。
（44）前掲「自由党下の労働官僚」128頁。
（45）前掲「野に帰って一官僚のセクショナリズム」119頁。
（46）前掲『不屈の女性一山川菊栄の後半生』76頁。本来ならば婦人労働課長の谷野せつが
後任に指名されてもよさそうだが、やっと軌道にのりかけた婦人少年局行政を逆行さ
せたくないと考えるスタンダーの判断が藤田たきの指名を招いたと考えられる。
（47）鹿野政直『現代日本女性史－フェミニズムを軸として』142-144頁、有斐閣、2004年。
（48）同上、149頁。
（49）同上、151-153頁。
（50）「社説－女性差別禁止」『朝日新聞』2009年3月13日。
（51）山川菊栄「婦人部テーゼ」102-112頁、『山川菊栄集4』岩波書店、1982年。
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伊藤　労働省初代婦人少年局長としての山川菊栄
